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教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
月

日
（
水
）
午
前
、
柘
植
保
育
園
で

１６

名
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
園

１０児
た
ち
と
お
正
月
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
ま
、
け
ん
玉
、
羽
根
つ
き
、
す
ご
ろ
く
、

か
る
た
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
、
い

き
い
き
と
交
流
で
き
ま
し
た
。

ま
た
手
作
り
の
大
型
紙
芝
居
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
一
つ
ひ
と
つ
の
展
開
に
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
見
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
少
子
化
の
時
代
と
な
り
ま
す
。

柘
植
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

手
助
け
と
し
て
、
都
合
の
つ
く
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
元
の
保
育
園
や
小
中
学
校
の
活
動
に
協
力
す
る

「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

月

日
か
ら
３
日
間
に

12

28

わ
た
り
、
消
防
団
に
よ
る
年

末
夜
警
が
良
き
伝
統
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
越
し
の
寒
い
時
期
、
決

し
て
火
事
を
出
す
こ
と
な
く

誰
も
が
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
住
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
べ
く
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
が
夜
警
（
パ
ト
ロ
ー
ル
等
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

伊
賀
支
所
管
内
の
団
員
が
伊
賀
支
所

前
に
集
ま
っ
た
初
日

日
の
式
典
で
は
、

28

柘
植
地
域
ま
ち
協
の
半
田
会
長
が
３
地

域
を
代
表
し
て
、
激
励
を
行
い
ま
し
た
。
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ほ
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柘
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地
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コ
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ナ
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千
恵
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新
成
人
お
め
で
と
う

新
成
人
お
め
で
と
う

１
月

日
（
日
）
午
後
、
ふ
る
さ
と
会
館

１３

い
が
に
お
い
て
、
柘
植
・
霊
峰
校
区
成
人
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
柘
植
中
校
区
参
加

者

名
は
笑
顔
で
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

２４

「
合
併
特
例
債
活
用
延
長
で

伊
賀
市
の
一
体
感
を
高
め
ま
す
」

市
の
資
料
に
よ
れ
ば
・
・
・
、

本
計
画
は
「
現
在
２
０
２
０
年
３
月
３
１

日
ま
で
の
計
画
と
し
て
、
」
「
合
併
特
例
債
活

用
の
た
め
の
根
拠
計
画
と
し
て
の
運
用
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
」
の
で
す
が
、
法
改
正
に
よ

り
「
合
併
特
例
債
の
活
用
が
さ
ら
に
５
年
間

延
長
で
き
る
こ
と
に
な
り
」
、
「
本
市
に
お
い

て
も
、
伊
賀
市
の
一
体
感
を
更
に
高
め
て
い

く
た
め
、
有
利
な
財
源
で
あ
る
合
併
特
例
債

の
活
用
根
拠
と
な
る
新
市
建
設
計
画
を
延
長

す
る
も
の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
月

日
（
水
）
午
後
、
伊
賀
支

２３

所
に
て
伊
賀
住
民
自
治
地
区
連
合
会

の
場
（
写
真
）
で
企
画
振
興
部
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

※
会
議
の
容
に
つ
い
て
は
後
日
、

市
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

す
で
に
各
組
等
で
回
覧
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

２
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
、
い
が
ま

ち
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ン
グ

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
柘
植
ま
ち
協
の

Ｈ
Ｐ
に
も
「
お
知
ら
せ
」
で

市
の
チ
ラ
シ
を
転
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
タ
イ
プ
（
上
）

ス
ト
ラ
ッ
プ
タ
イ
プ
（
左
）

障
が
い
福
祉
課
の
依
頼
に

基
づ
き
、
パ
ン
フ
を
参
考
に

記
事
を
作
り
ま
し
た
。

ヘルプマークを知っていますか？
援助が必要な方のためのマークです。

外見から分からなくても援助や配慮が必要な方が

います。このマークを見かけたら、困っているよう

であれば声をかける等、思いやりのある行動をお願

いします。

（お使いになれる方）義足や人工関節を使用してい

る方、内部障がいや難病の方など外見から

わからなくても、外出先や避難先で周囲か

らの援助や配慮を必要としている方々

配布場所・お問い合わせ

伊賀市障がい福祉課（２２－９６５７） --------＞

三重県伊賀保健所保健衛生室 0595-24-8070

URL http://tsuge.jpn.org e-mail tsugenet@ict.ne.jp

柘植地域まちづくりだより 第２２８号 2019(平成31)年２月１日（金）



【3】URL http://tsuge.jpn.org e-mail tsugenet@ict.ne.jp

柘植地域まちづくりだより 第２２８号 2019(平成31)年２月１日（金）

２０１８年９月実施

防災アンケートの結果を報告します！
区長様を通じて、10月７日の合同訓練に先立ち柘植地域内の１０８６世帯に配付。

そのうち７１７世帯から回答を頂きました。その一部を紹介します。

過去３年の合同防災訓練への参加
毎回参加６５％ ２回１０％、１回１３％、０回１０％

家族の安否確認手段
家族内で安否確認手段を決めているのは７６％

非常持出品の準備率 ６６％が準備している
３１％が準備していない

備蓄品の準備率 ６６％が水を備蓄

４１％が食料を備蓄

１７％が衣類を備蓄

ローリングストック法で
いざというときに備えよう！

現住宅が住めない場合の避難先希望
指定避難所30％、区の集議所22％、

友人知人宅15％、・・・

どこに行くにしても各区長（防災担当者）には連

絡をしましょう！

家具の固定 なんらかの家具を固定している46％

固定していない54％

まずはタンスやテレビﾞ、冷蔵庫の固定が必要で

す。個人の問題とはいえ、固定率を上げるため、

地域による取り組みも必要と考えます。

資機材の保有 バールやスコップ、ストーブはもちろん、建設機械や発電装置、

水質検査済みの井戸など、もしものときには、「お互い様」の精神で地域のために

協力をお願いいします。

ボランティア ボランティア経験があると回答された方が60名、また「いざとい

うときにはボランティアに参加可能」と回答された方は100名を超えました。

※※ペット同行について※※
連れていく（同行）かどうか？ 詳しいデータについて

また、そのための準備ができてい アンケートの詳細は、まち

るか？を尋ねました。 協ホームページからダウンロ

ードしていただけます（下の

柘植地域内で少なくとも180世帯がペットを飼って ＱＲコードからどうぞ）

おり、そのうち、53％の方が避難所に同行避難するつ また、素データ（数

もりであると回答されました。 値等）は各区に紙ベ

ペットの問題は今後の大きな課題です。今回の結果 ースで配付済みで

をふまえていく検討していきます。 す。

回収率

約６６％

訓練参加率は高い！
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柘
植
出
身
（
小
林
区
）
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
北
川

美
晃
さ
ん
と
壬
生
野
出
身
の
今
野
尚
美
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
新
年
１
月
６
日
、
ふ
る
さ
と
会

館
い
が
大
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
９
月
３０

日
の
予
定
が
台
風

号
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
の

２４

開
催
。
ほ
ぼ
満
席
の
５
５
０
人
が
ソ
ロ
演
奏
や
息

の
合
っ
た
連
弾
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

２
人
と
も
幼
少
期
か
ら
ピ
ア
ノ
に
親
し
み
、
上

野
高
校
で
は
同
級
生
と
い
う
北
川
さ
ん
と
今
野
さ

ん
。
同
校
Ｏ
Ｂ
で
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
波
多
野
均
さ

ん
（
名
張
市
在
住
）
と
の
共
演
も
あ
り
、
観
客
席

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

曲
間
に
は
「
ふ
る
さ
と
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
ま

す
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
今
野
さ
ん
。
ア
ン
コ
ー

ル
で
は
市
民
ら
で
つ
く
る
特
別
合
唱
団
と
「
ふ
る

さ
と
」
を
披
露
。
約

年
間
の
ふ
る
さ
と
会
館
大

２５

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
歴
史
を
刻
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。本

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
存
続
を
願
う
地
域
住

民
の
声
も
受
け
、
３
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
も
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル
の
今
後
に
つ
い
て
は
、

伊
賀
市
よ
り
次
の
よ
う
な
募
集
が
２
０
１
８
年

月

日
付
で
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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26

以
下
、
転
載
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
会
館
い
が
大
ホ
ー
ル
の

運
営
者
募
集
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
会
館
い
が
の
大
ホ

ー
ル
は
、
伊
賀
市
公
共
施
設
最

適
化
計
画
に
基
づ
き
行
政
が
運

営
す
る
施
設
か
ら
は
除
外
さ

れ
、
大
ホ
ー
ル
以
外
の
他
施
設

に
つ
い
て
は
、
公
民
館
等
の
複

合
施
設
に
改
修
を
行
う
予
定
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
大
ホ
ー
ル
は
施
設
と
し
て
は
残

る
も
の
の
閉
鎖
施
設
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
ホ

ー
ル
の
継
続
を
求
め
る
市
民
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

民
間
企
業
、
団
体
等
に
よ
る
ホ
ー
ル
運
営
を
可
能
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
施
設
借
用
に
よ
る
ホ
ー

ル
運
営
の
意
向
を
お
持
ち
の
方
は
平
成

年
３
月

31

31

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
◎

企
画
振
興
部

文
化
交
流
課

0
5
9
5
-
2
2
-
9
6
2
1

伊
賀
支
所
振
興
課

0
5
9
5
-
4
5
-
9
1
0
8

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
い
ぬ
年
か
ら
い
の
し
し
年
へ
。

１
月
１
日
は
、
霊
山
保
勝
会
・

西
柘
植
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
「
霊
山
初
詣
登
山
大
会
」

に
参
加
。
山
頂
付
近
は
雪
景
色

で
し
た
が
、
雲
ひ
と
つ
な
い
快

晴
で
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
▼

日
、
斎
王

10

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
。
今
後
、

有
志
に
よ
り
身
の

丈
に
あ
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
方
向
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
▼

日
、

１１

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
反
省

会
。
レ
ー
ス
発
着
点
で

あ
る
さ
る
び
の
温
泉
で

阿
波
地
域
の
関
係
者
と
交
流
。
地
域
振

興
の
た
め
協
力
関
係
を
強
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
▼

日
、
上
町
下
町
中

17

央
付
近
の
通
学
路
に
つ
い
て
市
や
学
校

を
含
め
た
現
地
調
査
。

日
に
は
県
・

22

市
を
交
え
て
柘
植

駅
前
県
道
の
現
地

調
査
実
施
（
上
写

真
）
。
▼･

･
･

今
年

も
柘
植
地
域
の
為

に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

（
西
田
方
計
）

今
号
に
、
イ
ノ
シ
シ

は
何
匹
い
る
か
な
？
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『まちづくりだより』のバックナンバーは、
ＱＲコードで読み取ってご覧いただけます。

あるいは、｢柘植地域まちづくり協議会」で検索を！


